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(57)【要約】
　内視鏡用処置具及び内視鏡用補助具を、簡易な構成に
よって内視鏡操作部に強固に取り付け可能且つ容易に着
脱可能とする。
　内視鏡操作部（１１）における処置具挿通チャンネル
（２３）の入口部分（２４）に設けられており、処置具
挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形成さ
れたフランジ部（３２）を有する口金（３０）に固定可
能な処置具操作部（１０３）を備え、処置具操作部（１
０３）は、フランジ部（３２）と同一形状であり且つフ
ランジ部（３２）が挿通可能な開口部（１２０）と、フ
ランジ部（３２）が開口部（１２０）を通過した状態で
処置具操作部（１０３）が内視鏡操作部（１１）に対し
て処置具挿通チャンネル（２３）の中心軸回りに回転さ
れることにより、フランジ部（３２）と係合する係合部
（１２１）と、係合部（１２１）がフランジ部（３２）
と係合した状態で、内視鏡操作部（１１）における口金
（３０）の周囲の座面（３３）に当接する当接部（１２
２）と、を有する内視鏡用処置具（１００）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部における処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられており、前記処置具
挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形成されたフランジ部を有する口金に固
定可能な処置具操作部を備え、
　前記処置具操作部は、
　前記フランジ部と同一形状であり且つ前記フランジ部が挿通可能な開口部と、
　前記フランジ部が前記開口部を通過した状態で前記処置具操作部が前記内視鏡操作部に
対して前記処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、前記フランジ部
と係合する係合部と、
　前記係合部が前記フランジ部と係合した状態で、前記内視鏡操作部における前記口金の
周囲の座面に当接する当接部と、
　を有する内視鏡用処置具。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡用処置具であって、
　前記当接部の先端部は、弾性材料からなる内視鏡用処置具。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の内視鏡用処置具であって、
　前記処置具操作部は、前記係合部が前記フランジ部と係合した状態で前記処置具操作部
の前記内視鏡操作部に対する前記中心軸回りの回転を阻止するロック部を有する内視鏡用
処置具。
【請求項４】
　内視鏡操作部の処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられており、前記処置具挿通チ
ャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形成された第１フランジ部を有する口金に固定
可能な第１端部と、
　前記第１フランジ部と同一の第２フランジ部を有し、請求項１から３のいずれか一項記
載の内視鏡用処置具の前記処置具操作部が固定可能な第２端部と、
　前記第１端部と前記第２端部とを連結しており、前記第２端部に固定された前記処置具
操作部から延びる処置具軟性部を挿通可能な硬質な筒部と、
　を備え、
　前記第１端部は、
　前記第１フランジ部と同一形状であり且つ前記第１フランジ部が挿通可能な開口部と、
　前記第１フランジ部が前記開口部を通過した状態で前記第１端部が前記内視鏡操作部に
対して前記処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、前記第１フラン
ジ部と係合する係合部と、
　前記係合部が前記第１フランジ部と係合した状態で、前記内視鏡操作部における前記口
金の周囲の座面に当接する当接部と、
　を有する内視鏡用補助具。
【請求項５】
　請求項４記載の内視鏡用補助具であって、
　前記当接部の先端部は、弾性材料からなる内視鏡用補助具。
【請求項６】
　請求項４又は５記載の内視鏡用補助具であって、
　前記第１端部は、前記係合部が前記フランジ部と係合した状態で前記第１端部の前記内
視鏡操作部に対する前記中心軸回りの回転を阻止するロック部を有する内視鏡用補助具。
【請求項７】
　請求項４から６のいずれか一項記載の内視鏡用補助具であって、
　前記筒部は、前記第１端部に接続されている第１筒部材と、前記第２端部に接続されて
いる第２筒部材とを有し、
　前記第２筒部材は、前記第１筒部材に対して前記筒部の軸方向に進退可能に、前記第１
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筒部材に嵌合している内視鏡用補助具。
【請求項８】
　請求項７記載の内視鏡用補助具であって、
　前記第２筒部材は、前記第１筒部材に対して前記筒部の中心軸回りに回転可能である内
視鏡用補助具。
【請求項９】
　処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形成されたフランジ部を有する
口金が、内視鏡操作部における処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられており、請求
項１から３のいずれか一項記載の内視鏡用処置具の前記処置具操作部、又は請求項４から
８のいずれか一項記載の内視鏡用補助具の前記第１端部が前記口金に固定可能な内視鏡。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用処置具、内視鏡用補助具及び内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　軟性内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通される内視鏡用処置具は、内視鏡操作者とは
別の介助者によって操作される処置具と、内視鏡操作者によって操作される処置具とに大
別される。内視鏡操作者によって操作される処置具として、超音波内視鏡下穿刺吸引法（
ＥＵＳ－ＦＮＡ：Endoscopic UltraSound-guided Fine Needle Aspiration）に用いられ
る穿刺針装置が例示される。なお、ＥＵＳ－ＦＮＡとは、胃、十二指腸等の消化管から超
音波内視鏡で胸腹部を観察し、消化管内から針を刺して組織サンプルを採取する術式であ
る。
【０００３】
　内視鏡操作者によって操作される処置具が使用される場合に、内視鏡操作部が内視鏡操
作者の一方の手によって把持及び操作され、処置具操作部は内視鏡操作者の他方の手によ
って把持及び操作される。この場合に、処置具操作部が内視鏡操作部に固定されることが
望ましく、内視鏡操作者の一方の手によって把持された内視鏡操作部を介して処置具操作
部が安定に支持される。これにより、内視鏡操作者は、他方の手を、専ら処置具操作部の
操作に用いることができる。
【０００４】
　特許文献１に記載された超音波内視鏡用穿刺針装置は、非円形状の鍔部を備える超音波
内視鏡の口金が挿入される筒状接続部と、筒状接続部に挿入された口金を抜け止めするロ
ック部材とを備える。筒状接続部は、所定位置まで挿入された口金と当接する挿入規制部
と、非円形状の鍔部が相対回転不能に嵌合する非円形状の鍔部受容孔とを有する。口金が
挿入規制部に当接し且つ鍔部が鍔部受容孔に嵌合した状態で、ロック部材は、口金の挿抜
方向と交差する方向にスライド移動される。これにより、ロック部材が鍔部と係合し、口
金が抜け止めされる。
【０００５】
　特許文献２に記載された内視鏡用アダプタは、内視鏡と内視鏡の管路に挿通される内視
鏡用処置具とを接続するものであり、内視鏡の管路口金と同一軸線上に配置され、内視鏡
用処置具が着脱自在な処置具固定口金を有する。内視鏡用アダプタが内視鏡の管路口金に
固定され、その後に内視鏡用処置具が内視鏡用アダプタの処置具固定口金に固定されるこ
とにより、内視鏡用処置具が内視鏡に固定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】日本国特開２０１０－２６９１２６号公報
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【特許文献２】日本国特開２０１０－９４３６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載された超音波内視鏡用穿刺針装置は、ロック部材がスライド移動され
ることによって、筒状接続部の口金に対する軸方向の移動が規制される。そして、軸方向
の移動が規制されることによって鍔部と鍔部受容孔との嵌合が維持され、これにより筒状
接続部の口金に対する軸回りの回転が規制される。このように、筒状接続部の口金に対す
る固定が、可動なロック部材によって行われるため、構成が複雑であり、強度不足も懸念
される。
【０００８】
　特許文献２に記載された内視鏡用アダプタでは、内視鏡用処置具の使用開始前に、あら
かじめ内視鏡用アダプタを内視鏡の管路口金に取り付けておく手間が必要となる。さらに
、複数の内視鏡用処置具が使用される場合において、例えば干渉等に起因して内視鏡用ア
ダプタとの組み合わせが不適な内視鏡用処置具が含まれる場合には、その都度、内視鏡用
アダプタを内視鏡の管路口金から取り外す必要があり、交換作業が煩雑となる。
【０００９】
　本発明は、上述した事情に鑑みなされたものであり、内視鏡用処置具及び内視鏡用補助
具を、簡易な構成によって内視鏡操作部に強固に取り付け可能且つ容易に着脱可能とする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡用処置具は、内視鏡操作部における処置具挿通チャンネルの入
口部分に設けられており、上記処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形
成されたフランジ部を有する口金に固定可能な処置具操作部を備え、上記処置具操作部は
、上記フランジ部と同一形状であり且つ上記フランジ部が挿通可能な開口部と、上記フラ
ンジ部が上記開口部を通過した状態で上記処置具操作部が上記内視鏡操作部に対して上記
処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、上記フランジ部と係合する
係合部と、上記係合部が上記フランジ部と係合した状態で、上記内視鏡操作部における上
記口金の周囲の座面に当接する当接部と、を有する。
【００１１】
　また、本発明の一態様の内視鏡用補助具は、内視鏡操作部の処置具挿通チャンネルの入
口部分に設けられており、上記処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状に形
成された第１フランジ部を有する口金に固定可能な第１端部と、上記第１フランジ部と同
一の第２フランジ部を有し、上記内視鏡用処置具の上記処置具操作部が固定可能な第２端
部と、上記第１端部と上記第２端部とを連結しており、上記第２端部に固定された上記処
置具操作部から延びる処置具軟性部を挿通可能な硬質な筒部と、を備え、上記第１端部は
、上記第１フランジ部と同一形状であり且つ上記フランジ部が挿通可能な開口部と、上記
フランジ部が上記開口部を通過した状態で上記第１端部が上記内視鏡操作部に対して上記
処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、上記フランジ部と係合する
係合部と、上記係合部が上記フランジ部と係合した状態で、上記内視鏡操作部における上
記口金の周囲の座面に当接する当接部と、を有する。
【００１２】
　また、本発明の一態様の内視鏡は、処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形
状に形成されたフランジ部を有する口金が、内視鏡操作部における処置具挿通チャンネル
の入口部分に設けられており、上記内視鏡用処置具の上記処置具操作部、又は上記内視鏡
用補助具の上記第１端部が上記口金に固定可能である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡用処置具及び内視鏡用補助具を、簡易な構成によって内視鏡操
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作部に強固に取り付け可能且つ容易に着脱可能とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態を説明するための、内視鏡の一例の斜視図である。
【図２】図１の内視鏡を含む内視鏡システムの一例の模式図である。
【図３】本発明の実施形態を説明するための、内視鏡用処置具の一例の分解斜視図である
。
【図４】図３の内視鏡用処置具の使用方法を示す斜視図である。
【図５】図１の内視鏡の口金の一例の斜視図である。
【図６】図５の口金の平面図である。
【図７】図３の内視鏡用処置具の口金に対する固定部分の平面図である。
【図８】図７の固定部分のVIII－VIII線断面図である。
【図９】図７の固定部分のIX－IX線断面図である。
【図１０】図７の固定部分の変形例の模式図である。
【図１１】本発明の実施形態を説明するための、内視鏡用補助具の一例の斜視図である。
【図１２】図１１の内視鏡用補助具の第１端部の平面図である。
【図１３】図１１の内視鏡用補助具の第２端部の斜視図である。
【図１４】図１１の内視鏡用補助具の変形例の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態を説明するための、内視鏡の一例を示し、図２は、図１の内
視鏡を含む内視鏡システムの一例を示す。
【００１６】
　内視鏡システム１は、内視鏡２と、光源装置３と、プロセッサユニット４と、吸引ポン
プ５とを備える。内視鏡２は軟性鏡であり、被検体内に挿入される挿入部１０と、挿入部
１０に連なる内視鏡操作部１１と、内視鏡操作部１１から延びるユニバーサルコード１２
とを有し、ユニバーサルコード１２の末端には、光源装置３に接続されるコネクタ１３が
設けられている。
【００１７】
　挿入部１０は、先端部１４と、先端部１４に連なる湾曲部１５と、湾曲部１５と内視鏡
操作部１１とを接続している軟性部１６とで構成されている。先端部１４には、ＣＣＤ（
Charge Coupled Device）イメージセンサ、ＣＭＯＳ（ComplementaryMetal Oxide Semico
nductor）イメージセンサ等の撮像素子を含む撮像部１７が搭載されている。なお、内視
鏡２が超音波内視鏡である場合に、先端部１４には、撮像部１７に替えて、又は撮像部１
７に加えて超音波を発信及び受信する超音波振動子が搭載される。湾曲部１５は湾曲可能
に構成されており、湾曲部１５の湾曲は内視鏡操作部１１によって操作される。また、軟
性部１６は、被検体内の挿入経路の形状に倣って変形可能な程に可撓に構成されている。
【００１８】
　内視鏡操作部１１には、吸引ポンプ５を用いた吸引を操作する操作ボタン１８Ａ、湾曲
部１５の湾曲を操作する操作ノブ１８Ｂ、撮像部１７を用いた撮像を操作する操作ボタン
１８Ｃ等が設けられている。また、内視鏡操作部１１には、処置具が挿通される処置具挿
通チャンネル２３の入口部分２４が設けられている。
【００１９】
　挿入部１０及び内視鏡操作部１１並びにユニバーサルコード１２の内部には、ライトガ
イド２０と、電気ケーブル２１とが設けられている。ライトガイド２０は、光源装置３に
よって生成される照明光を先端部１４に導く。電気ケーブル２１は、撮像部１７の動作電
力、制御信号、及び撮影画像信号を、撮像部１７とプロセッサユニット４との間で伝送す
る。プロセッサユニット４は、入力された撮影画像信号から撮影画像データを生成し、生
成した撮影画像データをモニタ６に表示させ、また記録する。
【００２０】
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　挿入部１０及び内視鏡操作部１１の内部には、複数の操作ワイヤ２２と、処置具挿通チ
ャンネル２３とが設けられている。操作ワイヤ２２は、内視鏡操作部１１から挿入部１０
の先端部１４に達しており、内視鏡操作部１１の操作ノブ１８Ｂの操作に応じて先端部１
４側に押し出され、又は内視鏡操作部１１側に引っ張られる。挿入部１０の湾曲部１５は
、操作ワイヤ２２の押し引きに応じて湾曲される。処置具挿通チャンネル２３は、内視鏡
操作部１１に設けられている入口部分２４から挿入部１０の先端部１４に達しており、処
置具挿通チャンネル２３の出口部分２５は先端部１４の先端面に開口している。内視鏡操
作部１１には、処置具挿通チャンネル２３の入口部分２４の開口を形成する口金３０が設
けられており、処置具挿通チャンネル２３に挿通される内視鏡用処置具は、口金３０に固
定可能である。
【００２１】
　また、処置具挿通チャンネル２３は、内視鏡操作部１１において吸引管２６と合流して
いる。吸引管２６は、操作ボタン１８Ａによって開閉されるバルブ２７を経てコネクタ１
３まで延びており、コネクタ１３に設けられている口金２８に接続された接続チューブ２
９を介して吸引ポンプ５と接続されている。バルブ２７が開かれることにより、血液等の
流体が、処置具挿通チャンネル２３の出口部分２５の開口から吸引管２６を通して吸引ポ
ンプ５に吸引される。
【００２２】
　図３及び図４は、本発明の実施形態を説明するための、内視鏡用処置具の一例を示す。
【００２３】
　図３及び図４に示す内視鏡用処置具１００は、穿刺針装置であり、軟質な軸部１１０及
び軸部１１０の先端に連設された穿刺部１１１を有する穿刺針１０１と、穿刺針１０１を
挿通させる軟質なシース１０２と、穿刺針１０１を操作するための処置具操作部１０３と
を備える。なお、内視鏡用処置具１００は、穿刺針装置に限定されず、高周波はさみ鉗子
、高周波ナイフ、バイポーラ止血鉗子、クリップ、回収ネット等でもよい。
【００２４】
　処置具操作部１０３は、本体部１１２と、本体部１１２に対してスライド移動されるハ
ンドル１１３とを有する。本体部１１２は、本体部１１２の先端部１１４から延びるシー
ス１０２に向けて穿刺針１０１を案内する。ハンドル１１３は、シース１０２に挿入され
た穿刺針１０１を着脱可能に保持する。
【００２５】
　シース１０２は、処置具挿通チャンネル２３の入口部分２４の開口を通して処置具挿通
チャンネル２３に挿入される。処置具挿通チャンネル２３に挿入されたシース１０２の先
端部は、処置具挿通チャンネル２３の出口部分２５の開口を通して、内視鏡２の先端部１
４から突出して配置される。
【００２６】
　内視鏡２の撮像部１７によって取得される光学像及び／又は超音波振動子によって取得
されるエコー像を用いた観察下において、内視鏡操作者により、内視鏡用処置具１００の
シース１０２の先端部が被検体の検査部位を臨む位置に配置される。そして、ハンドル１
１３が内視鏡操作者によって押し込まれる。ハンドル１１３が押し込まれることにより、
穿刺針１０１の穿刺部１１１が、シース１０２の先端部から突出して被検体の検査部位に
刺さり、検査部位の組織サンプルが採取される。
【００２７】
　以上の操作において、処置具操作部１０３は、内視鏡操作部１１の口金３０に固定され
ている。これにより、内視鏡操作者は、内視鏡操作部１１を把持している一方の手とは反
対側の手を、専ら処置具操作部１０３の操作に用いることができる。
【００２８】
　図５及び図６は、内視鏡操作部１１の口金３０を示す。
【００２９】
　口金３０は、筒部３１と、筒部３１の外周面から径方向に突出して設けられているフラ
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ンジ部３２とを有する。筒部３１は、内視鏡操作部１１から突出して設けられており、内
視鏡操作部１１における筒部３１の周囲には、平坦な座面３３が形成されている。筒部３
１は、処置具挿通チャンネル２３に連通しており、フランジ部３２は、処置具挿通チャン
ネル２３の軸方向にみた場合に、非円形状に形成されている。図５及び図６に示す例では
、フランジ部３２は、円の中心を挟んで互いに反対側に位置する一対の円弧が切り落とさ
れてなる非円形状に形成されているが、フランジ部３２の形状は、正方形、長方形、楕円
形であってもよい。
【００３０】
　図７から図９は、処置具操作部１０３の口金３０に対する固定部分を示す。
【００３１】
　処置具操作部１０３は、本体部１１２の先端部１１４によって口金３０に固定される。
本体部１１２の先端部１１４は、シース１０２の周囲を取り囲む環状に形成されており、
口金３０は、シース１０２の外周面と先端部１１４の内周面との間に差し込まれる。この
先端部１１４は、開口部１２０と、係合部１２１と、当接部１２２とを有する。
【００３２】
　開口部１２０は、先端部１１４の内部に設けられている。開口部１２０は、口金３０の
フランジ部３２と同一形状に形成されており、図７及び図８に示す例では、円の中心を挟
んで互いに反対側に位置する一対の円弧が切り落とされてなる非円形状に形成されている
。そして、開口部１２０は、フランジ部３２よりも僅かに大きく形成されており、図８に
示すように、フランジ部３２が挿通可能である。
【００３３】
　係合部１２１は、先端部１１４の内周面から径方向に突出して設けられており、開口部
１２０を内包する円から開口部１２０を除いた形状に形成され、開口部１２０の外周を囲
んでいる。フランジ部３２が開口部１２０を通過した状態で処置具操作部１０３が内視鏡
操作部１１に対して口金３０の中心軸回りに回転されることにより、図９に示すように、
係合部１２１はフランジ部３２と係合する。
【００３４】
　当接部１２２は、先端部１１４の先端面を構成している。係合部１２１がフランジ部３
２と係合した状態で、図９に示すように、当接部１２２は、内視鏡操作部１１の座面３３
に当接している。係合部１２１及び当接部１２２を含む固定部分が、フランジ部３２と座
面３３との間で挟持され、これにより、処置具操作部１０３は口金３０に固定される。
【００３５】
　係合部１２１及び当接部１２２は、先端部１１４に対して不動であり、構成が簡易であ
る。また、先端部１１４に対して不動な係合部１２１及び当接部１２２の強度は、可動部
よりも容易に高められる。したがって、処置具操作部１０３を内視鏡操作部１１に強固に
取り付けられる。そして、処置具操作部１０３を回転させるだけで、処置具操作部１０３
を内視鏡操作部１１に対して容易に着脱できる。
【００３６】
　好ましくは、当接部１２２は弾性材料からなり、当接部１２２と座面３３とが当接部１
２２の弾性的な圧縮を伴って緊密に接する。これにより、処置具操作部１０３の口金３０
に対する固定強度及び気密性が高まる。なお、弾性部材が座面３３に設けられてもよく、
この場合にも、処置具操作部１０３の口金３０に対する固定強度及び気密性を高められる
。なお、図８において二点鎖線で示すシール箇所ＳＰ（口金３０の円形状のフランジ部３
５の外周面と先端部１１４の内周面との間、口金３０の円形状のフランジ部３６の外周面
と先端部１１４の内周面との間、及び口金３０の先端部と先端部１１４の底部との間）に
、気密用の弾性部材を配置してもよい。
【００３７】
　また、処置具操作部１０３は、係合部１２１が口金３０のフランジ部３２と係合した状
態で処置具操作部１０３の内視鏡操作部１１に対する回転を阻止するロック部を有しても
よい。図１０に示すロック部１３０は、一対の円弧が切り落とされてなる非円形状に形成
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されたフランジ部３２において、切り落とされた円弧の弦に対応する長辺部３４に係合す
るロックバー１３１と、ロックバー１３１を付勢するバネ１３２とによって構成されてい
る。ロックバー１３１は、内視鏡操作者が任意にロック解除できるように、ロック解除操
作部１３３を有する。ロックバー１３１は、フランジ部３２の長辺部３４との係合に限定
されず、例えばフランジ部３２又は口金３０のその他の箇所に切り欠き又は穴が別途設け
られ、この切り欠き又は穴に係合してもよい。また、ロック部は、先端部１１４を径方向
に貫通して、先端部１１４に挿し込まれた口金３０に当接するネジによって構成されても
よい。いずれの構成においても、内視鏡操作者が任意に回転方向の固定の有無を切り替え
ることが可能である。
【００３８】
　図１１から図１３は、本発明の実施形態を説明するための、内視鏡用補助具の一例を示
す。
【００３９】
　図１１に示す内視鏡用補助具２００は、内視鏡操作部１１と処置具操作部１０３との間
に設置され、処置具挿通チャンネル２３を通して内視鏡２の先端部１４から突出して配置
される内視鏡用処置具１００のシース１０２の突出量を調節するものである。内視鏡用補
助具２００は、内視鏡操作部１１の口金３０に固定可能な第１端部２０１と、処置具操作
部１０３が固定可能な第２端部２０２と、第１端部２０１と第２端部２０２とを連結して
いる筒部２０３とを備える。筒部２０３は、硬質であり、処置具操作部１０３の先端部１
１４から延びるシース１０２を挿通可能である。
【００４０】
　第１端部２０１は、処置具操作部１０３の先端部１１４と同様に構成されており、図１
２に示すように、開口部２２０と、係合部２２１と、当接部２２２とを有する。開口部２
２０は、環状の第１端部２０１の内部に設けられている。開口部２２０は、内視鏡操作部
１１の口金３０のフランジ部３２と同一形状に形成されており、且つフランジ部３２より
も僅かに大きく形成されており、フランジ部３２が挿通可能である。係合部２２１は、環
状の第１端部２０１の内周面から径方向に突出して設けられており、開口部２２０の外周
を囲んでいる。フランジ部３２が開口部２２０を通過した状態で第１端部２０１が内視鏡
操作部１１に対して回転されることにより、係合部２２１はフランジ部３２と係合する。
そして、係合部２２１がフランジ部３２と係合した状態で、当接部２２２は、内視鏡操作
部１１の座面３３に当接している。係合部２２１及び当接部２２２を含む固定部分が、フ
ランジ部３２と座面３３との間で挟持され、これにより、第１端部２０１は口金３０に固
定される。
【００４１】
　第２端部２０２は、内視鏡操作部１１の口金３０と同様に構成されており、図１３に示
すように、筒部２３１と、フランジ部２３２と、座面２３３とを有する。フランジ部２３
２は、口金３０のフランジ部３２と同一であり、処置具操作部１０３の先端部１１４の開
口部１２０に挿通可能である。フランジ部２３２が開口部１２０を通過した状態で処置具
操作部１０３が第２端部２０２に対して回転されることにより、処置具操作部１０３の先
端部１１４の係合部１２１がフランジ部２３２と係合する。そして、係合部１２１がフラ
ンジ部２３２と係合した状態で、処置具操作部１０３の先端部１１４の当接部１２２は第
２端部２０２の座面２３３に当接している。係合部１２１及び当接部１２２を含む固定部
分が、フランジ部２３２と座面２３３との間で挟持され、これにより、処置具操作部１０
３は第２端部２０２に固定される。
【００４２】
　例えば、内視鏡２の先端部１４から突出して配置される内視鏡用処置具１００のシース
１０２の突出量が小さくされる際に、シース１０２に余剰が生じる。シース１０２の余剰
長さは、処置具操作部１０３が内視鏡操作部１１から分離され、内視鏡操作部１１と処置
具操作部１０３との間に配置される。内視鏡用補助具２００が無い場合に、内視鏡操作部
１１と処置具操作部１０３との間に配置されるシース１０２が撓むことにより、処置具操
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作部１０３が垂れ下がる。このため、処置具操作部１０３は内視鏡操作者の支持を必要と
する。これに対し、内視鏡用補助具２００によれば、シース１０２の余剰長さは硬質な筒
部２０３に収納され、処置具操作部１０３は、内視鏡用補助具２００を介して内視鏡操作
部１１に固定される。これにより、内視鏡操作者は、内視鏡操作部１１を把持している一
方の手とは反対側の手を、専ら処置具操作部１０３の操作に用いることができる。
【００４３】
　なお、第１端部２０１の当接部２２２は、弾性材料からなってもよい。当接部２２２と
座面３３とが、当接部２２２の弾性的な圧縮を伴って緊密に接し、第１端部２０１の口金
３０に対する固定強度が高まる。また、第１端部２０１は、係合部２２１が口金３０のフ
ランジ部３２と係合した状態で第１端部２０１の内視鏡操作部１１に対する回転を阻止す
るロック部を有してもよい。第１端部２０１のロック部は、図１０に示したロック部１３
０と同様に構成され得る。
【００４４】
　図１４は、内視鏡用補助具２００の変形例を示し、筒部２０３が、第１端部２０１に接
続されている第１筒部材２１０と、第２端部２０２に接続されている第２筒部材２１１と
を有する。第２筒部材２１１は、第１筒部材２１０に対して、筒部２０３の軸方向に進退
可能に第１筒部材２１０に嵌合している。第２筒部材２１１の進退移動によって筒部２０
３の長さが可変となり、内視鏡２の先端部１４から突出して配置される内視鏡用処置具１
００のシース１０２の突出量を種々に変更できる。また、第２筒部材２１１は、第１筒部
材２１０に対して筒部２０３の中心軸回りに回転可能である。第２筒部材２１１の回転に
よって第２端部２０２に固定された処置具操作部１０３が回転可能となり、内視鏡用処置
具１００の操作性を高めることができる。なお、互いに嵌合している第１筒部材２１０と
第２筒部材２１１との間には適宜な摩擦が作用しており、この摩擦によって第１筒部材２
１０と第２筒部材２１１との位置関係は保たれるので、内視鏡操作者の支持は不要である
。
【００４５】
　以上説明したとおり、本明細書に開示された内視鏡用処置具は、内視鏡操作部における
処置具挿通チャンネルの入口部分に設けられており、上記処置具挿通チャンネルの軸方向
にみた場合に非円形状に形成されたフランジ部を有する口金に固定可能な処置具操作部を
備え、上記処置具操作部は、上記フランジ部と同一形状であり且つ上記フランジ部が挿通
可能な開口部と、上記フランジ部が上記開口部を通過した状態で上記処置具操作部が上記
内視鏡操作部に対して上記処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、
上記フランジ部と係合する係合部と、上記係合部が上記フランジ部と係合した状態で、上
記内視鏡操作部における上記口金の周囲の座面に当接する当接部と、を有する。
【００４６】
　また、本明細書に開示された内視鏡用処置具は、上記当接部の先端部が、弾性材料から
なる。
【００４７】
　また、本明細書に開示された内視鏡用処置具は、上記処置具操作部が、上記係合部が上
記フランジ部と係合した状態で上記処置具操作部の上記内視鏡操作部に対する上記中心軸
回りの回転を阻止するロック部を有する。
【００４８】
　また、本明細書に開示された内視鏡用補助具は、内視鏡操作部の処置具挿通チャンネル
の入口部分に設けられており、上記処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に非円形状
に形成された第１フランジ部を有する口金に固定可能な第１端部と、上記第１フランジ部
と同一の第２フランジ部を有し、上記内視鏡用処置具の上記処置具操作部が固定可能な第
２端部と、上記第１端部と上記第２端部とを連結しており、上記第２端部に固定された上
記処置具操作部から延びる処置具軟性部を挿通可能な硬質な筒部と、を備え、上記第１端
部は、上記第１フランジ部と同一形状であり且つ上記第１フランジ部が挿通可能な開口部
と、上記第１フランジ部が上記開口部を通過した状態で上記第１端部が上記内視鏡操作部
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に対して上記処置具挿通チャンネルの中心軸回りに回転されることにより、上記第１フラ
ンジ部と係合する係合部と、上記係合部が上記第１フランジ部と係合した状態で、上記内
視鏡操作部における上記口金の周囲の座面に当接する当接部と、を有する。
【００４９】
　また、本明細書に開示された内視鏡用補助具は、上記当接部の先端部が、弾性材料から
なる。
【００５０】
　また、本明細書に開示された内視鏡用補助具は、上記第１端部が、上記係合部が上記フ
ランジ部と係合した状態で上記第１端部の上記内視鏡操作部に対する上記中心軸回りの回
転を阻止するロック部を有する。
【００５１】
　また、本明細書に開示された内視鏡用補助具は、上記筒部が、上記第１端部に接続され
ている第１筒部材と、上記第２端部に接続されている第２筒部材とを有し、上記第２筒部
材は、上記第１筒部材に対して上記筒部の軸方向に進退可能に、上記第１筒部材に嵌合し
ている。
【００５２】
　また、本明細書に開示された内視鏡用補助具は、上記第２筒部材が、上記第１筒部材に
対して上記筒部の中心軸回りに回転可能である。
【００５３】
　また、本明細書に開示された内視鏡用は、処置具挿通チャンネルの軸方向にみた場合に
非円形状に形成されたフランジ部を有する口金が、内視鏡操作部における処置具挿通チャ
ンネルの入口部分に設けられており、上記内視鏡用処置具の上記処置具操作部、又は上記
内視鏡用補助具の上記第１端部が上記口金に固定可能である。
【００５４】
　以上、図面を参照しながら各種の実施の形態について説明したが、本発明はかかる例に
限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇
内において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、それらについて
も当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。また、発明の趣旨を逸脱しない
範囲において、上記実施の形態における各構成要素を任意に組み合わせてもよい。
【００５５】
　なお、本出願は、２０１８年１０月１日出願の日本特許出願（特願２０１８－１８６９
７４）に基づくものであり、その内容は本出願の中に参照として援用される。
【符号の説明】
【００５６】
１　内視鏡システム
２　内視鏡
３　光源装置
４　プロセッサユニット
５　吸引ポンプ
６　モニタ
１０　挿入部
１１　内視鏡操作部
１２　ユニバーサルコード
１３　コネクタ
１４　先端部
１５　湾曲部
１６　軟性部
１７　撮像部
１８Ａ　操作ボタン
１８Ｂ　操作ノブ
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１８Ｃ　操作ボタン
２０　ライトガイド
２１　電気ケーブル
２２　操作ワイヤ
２３　処置具挿通チャンネル
２４　入口部分
２５　出口部分
３０　口金
３１　筒部
３２　フランジ部（第１フランジ部）
３３　座面
３４　フランジ部の長辺部
１００　内視鏡用処置具
１０１　穿刺針
１０２　シース（処置具軟性部）
１０３　処置具操作部
１１０　軸部
１１１　穿刺部
１１２　本体部
１１３　ハンドル
１１４　先端部
１２０　開口部
１２１　係合部
１２２　当接部
１３０　ロック部
１３１　ロックバー
１３２　バネ
２００　内視鏡用補助具
２０１　第１端部
２０２　第２端部
２０３　筒部
２１０　第１筒部材
２１１　第２筒部材
２２０　開口部
２２１　係合部
２２２　当接部
２３１　筒部
２３２　フランジ部（第２フランジ部）
２３３　座面
ＳＰ　シール箇所
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